
あなたのためだけの刃物を



中橋製作所は、長年産業用刃物の開発や製造をしてきた会社です。

会社自体はあまり知られていませんが、

実は、社会のさまざまなところで使用されている原材料を加工する際に、

私たちが創った刃物が使われています。

同じ刃物とはいえ、お客様一人ひとり抱えている課題は異なります。

一人ひとりの課題に応えるためには、

詳細なヒアリングを通した仕様設計が最も重要だと考えています。

中橋製作所では、これまで培ってきた刃物加工技術と、

最適な刃物設計のためのコンサルティング力を組み合わせ、

あなたのベストな刃物開発をサポートします。

コンサルティング

刃物開発



コーヒーミル刃

コーヒーの豆をすり潰して粉状に加工
する刃物。
コーヒーの豆を刃先がつかみ、確実に

破砕できるような刃先形状に設計しました。破砕した
粉が均一な大きさになるようにすり潰せる形状になっ
ています。

合板加工用エンドミル

木質合板は薄くスライスしたベニヤ板
を接着剤で積層した素材のため、接着
剤部分が非常に硬く、通常の超硬製で

は磨耗が早いことが課題でした。
この開発では刃先に人工ダイヤチップをロウ付けす
ることで長寿命化を図り、切削角度を調整することで
バリの最小化を実現する設計となっています。
類似形状の製品では、樹脂加工用もあります。

紙パルプ用 木材粉砕刃物

木材を粉砕しチップ化することで紙用
パルプの原材料を生産する刃物。
間伐材や建築廃材などを破砕する際、

小石や釘などが混入し、刃先が欠けることが課題でし
た。こうした硬い素材に当たったときでも刃先の損傷
を押さえられるよう、自社独自で耐衝撃性の高い原材
料＋熱処理条件を開発しています。類似刃物として
は、ペットボトルや紙類の破砕刃物があります。

海底地層採取  刃物

海底数千メートルの地層を採取するた
め、地層に突き刺して使用される刃物。
既存の製品では刃先が曲がる問題が

あったため、独自の素材・熱処理技術を組み合わせ、
耐衝撃性を高めた設計になっています。

木材表面  削り刃物

刃先のみを交換できるよう、異形引抜
素材を使用した木材表面加工用の刃
物。

木材は節の硬い部分と柔らかい部分の両方を切削し
ても、刃先が欠けず、美しい切削肌になることが求め
られます。刃先と木材の接触の瞬間の加工環境を分
析し、刃先のシャープエッジ、特殊な熱処理を施し、最
適なバランスになるよう設計しました。

四角穴加工刃物

特殊刃物設計技術・深穴加工技術・特殊熱処理技術・
刃先微細加工技術

刃先設計技術・特殊熱処理技術、長尺加工技術 鋳物素材設計技術・機能設計力・熱処理技術特殊素材調達、微細研磨加工技術、鏡面研磨技術

刃先微細加工技術、熱処理技術 刃先微細加工技術、熱処理技術 被削材にあった最適素材選定、鏡面研磨技術刃先微細加工技術・加工特性分析

加工特性に合わせた素材選定、ロウ付け技術、刃先微
細加工技術

独自素材技術・特殊熱処理技術・研磨加工技術 最適仕様設計力・加工特性に合わせた素材選定・特殊
熱処理技術

特殊刃物設計技術・深穴加工技術・特殊熱処理技術・
刃先微細加工技術

木材に四角の穴を加工する刃物。ボー
ル盤加工のように、専用機械に取り付
け、1パスで四角の穴をあけることが

できます。
外側の鑿と中側の錐で構成された特殊刃物のため、
高い軸精度が求められます。特殊な熱処理を施し対
折損性を高めると共に、切りくず排出性を高めるた
め、特殊ならせん形状に設計してあります。

木材加工用 長尺ドリル

木材を接合する際に使用される長尺穴
を加工するためのドリル。
木材は繊維質のため、長尺穴になると

繊維に引っ張られ、加工時の直進性が課題となってい
ました。
この開発では、特殊な熱処理を施すことで胴部の剛
性アップを図ると共に、刃先の繊維せん断力を改善す
ることで加工時の直進性を高めました。

木材  溝加工刃

和室の敷居の溝を加工する刃物。木材
は繊維質のため、底面・側面を同時加
工しないとバリが多く発生することが

課題でした。
この3面を同時加工するため、底刃と両サイドの側面
刃を組み合わせた設計とすることで全面が美しい仕
上がりになるよう設計しました。この製品は発泡樹脂
の溝加工にも使用されています。

茶葉  加工刃

茶葉の新芽の加工は切れ味の鋭い刃
物で切断しないときれいな切断面にな
らず、味や香りといった商品価値に影

響を及ぼします。この開発では茶葉の繊維の質、加工
機の能力を考慮し、茶葉の切断面がきれいに切断で
きる刃物を開発しました。
類似形状の製品では、冷凍マグロの皮むき刃、経木加
工刃、木材表面削り刃などがあります。

布生地  裁断刃

布生地裁断では繊維をきちんと裁断
できていないと、糸くずが発生し、作業
環境に影響を及ぼします。この開発で

は揺動する刃が生地の繊維を裁断する際、滑らずに
繊維を把握できるよう、刃先のミクロ形状を作り込み
ました。
類似形状の製品では、医療用のメスなどがあります。

畳  加工刃

畳をベース素材に張った後、側面のイ
グサを裁断するための刃物。
刃先が揺動してイグサを裁断していく

機構のため、通常の刃物ではイグサが逃げてしまい、
きちんと切れない状況が発生していました。刃先から
イグサが逃げずに把握できるよう、刃先に微細な凹凸
をつけ、裁断できる設計になっています。

かつお節  削り刃

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

加工技術 加工技術 加工技術加工技術

加工技術 加工技術 加工技術加工技術

加工技術 加工技術 加工技術加工技術

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

用途／
開発経緯

かつお節は乾燥によって非常に硬くな
るため、柔らかい部分と硬い部分を安
定して削る機能が求められます。そし

て、食品加工のため、硬い部分を削るときに刃先が欠
けないことも重要です。
この開発では美しい削り節を生産できるようにするた
め、刃先のシャープエッジと耐折損性のバランスを
取った仕様で設計しました。

素材：SS400（鋳物）、SKH51

素材：超硬
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素材：SKH51、超硬

素材：SKH51
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123456789

コーポレートウェブサイト

http://ns-co.com
オフィシャルストア

http://ns-co.shop
電話でのお問い合わせ

0794-82-2212
ファックスでのお問い合わせ

0794-82-3434
メールでのお問い合わせ

cs@ns-co.com
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ラ
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図
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。
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い
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刃
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ぜ
ひ
一
度
、
当
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ご
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談
く
だ

さ
い
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